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『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
は
、
安
芸
国
山
県
郡
本
地
村
（
現
・
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
）
の
国
学
者
・
後
藤
夷
臣
が

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
六
月
二
十
三
日
に
安
芸
国
を
出
発
し
た
出
雲
・
因
幡
方
面
の
紀
行
文
で
、
出
雲
の
ほ
か
、
因
幡

や
近
江
に
訪
れ
、
最
終
的
に
は
紀
伊
国
に
至
る
。
本
稿
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
（
本
居
文
庫
）
写
本
『
八
雲

路
日
記　

三
上
』（
以
下
、
本
居
文
庫
本
）
を
便
宜
上
分
割
し
て
翻
刻
し
た
第
一
で
あ
る
。

　

後
藤
夷
臣
は
、
本
居
宣
長
の
門
下
で
あ
り
後
に
養
子
と
な
り
本
居
家
を
継
い
だ
本
居
大
平
に
学
ん
だ
。
櫻
園
を
号
し
、

安
芸
国
の
み
な
ら
ず
出
雲
・
伯
耆
・
石
見
な
ど
を
巡
り
、
各
地
で
『
古
事
記
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
を
講
じ
た
。

　

夷
臣
は
、
天
保
四
年
以
前
に
も
出
雲
を
訪
れ
て
お
り
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
出
雲
大
社
に
六
月
四
日
よ
り
七
日

間
出
雲
大
社
に
参
籠
し
た
際
に
は
『
八
雲
路
日
記
』
を
書
い
て
い
る
。
天
保
二
年
の
『
八
雲
路
日
記
』
は
、
上
下
巻
に
分

か
れ
て
お
り
、
上
は
安
芸
国
出
発
か
ら
出
雲
に
至
り
帰
郷
す
る
ま
で
の
紀
行
文
、
下
は
出
雲
大
社
に
て
詠
ん
だ
百
首
歌
や

長
歌
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
自
筆
本
が
本
地
村
近
く
壬
生
村
の
神
職
で
あ
り
夷
臣
の
門
人
の
井
上
頼
定
の
元
に
渡
り
、
翻

翻
刻『
八
雲
路
日
記
　
三
上
』㈠

武
田
　

佑
希
子

◉
資
料
紹
介
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刻
資
料
が
『
千
代
田
町
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
翻
刻
を
行
っ
た
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
の
本
文
中
に
「
天
保

五
夏
の
こ
ろ
奇
怪
の
あ
り
し
事
の
話
は
、
八
雲
路
日
記
四
の
巻
に
い
ふ
へ
し
」
と
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
八
雲
路
日

記
』
と
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
以
外
は
未
詳
で
あ
る
。

　
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』は
、写
本
二
点
が
確
認
で
き
る
。一
点
目
の
本
居
文
庫
本
は
書
写
者
不
明
で
あ
る
。二
点
目
は『
旧

島
根
県
史
編
纂
資
料　

近
世
筆
写
編
九
』
所
収
の
も
の
で
（
以
下
、
旧
県
史
版
）、
奥
書
に
は
「
天
保
十
二
年
辛
丑
七
月

八
日　

冨
永
芳
久
」
と
あ
り
、
そ
の
写
本
を
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
二
四
日
に
島
根
県
史
編
纂
掛
が
謄
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
冨
永
芳
久
は
、出
雲
大
社
の
社
家
に
生
ま
れ
、千
家
俊
信
や
本
居
内
遠
の
門
で
学
ん
だ
。
芳
久
の
名
は
、『
八

雲
路
日
記　

三
上
』
の
本
文
に
も
確
認
で
き
る
。
夷
臣
と
芳
久
の
出
会
い
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
夷
臣
が
出
雲

大
社
に
参
籠
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
本
居
文
庫
本
と
旧
県
史
版
そ
れ
ぞ
れ
、
多
少
の
校
異
を
除
き
同
じ
内
容
で

あ
る
が
、
芳
久
に
よ
る
写
し
は
、
夷
臣
が
因
幡
国
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
書
写
を
終
え
て
い
る
。
芳
久
は
主
に
出
雲
国
に
関

す
る
部
分
の
書
写
に
と
ど
め
て
い
る
が
、『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
に
お
け
る
夷
臣
の
旅
は
そ
の
後
、
因
幡
国
か
ら
但
馬
国

へ
と
続
い
て
い
く
。
終
盤
で
は
、
但
馬
・
美
作
・
紀
伊
な
ど
の
埋
葬
方
法
や
死
体
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
出
来
事
に
着
目

し
て
い
る
点
も
含
め
、
夷
臣
の
思
想
を
知
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
芳
久
と
同
じ
よ
う
に
日
記
中
に
名
前
が
登
場
す
る
人
物
で
注
目
し
た
い
の
が
松
江
の
商
人
で
あ
り
国
学
者
の
渡

部
彝
で
あ
る
。
渡
部
彝
は
、
出
雲
の
神
社
三
百
九
十
九
社
を
掲
載
し
た
案
内
記
と
も
い
え
る
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』（
以
下
、

巡
拝
記
）を
夷
臣
の『
八
雲
路
日
記　

三
上
』の
旅
と
同
年
の
天
保
四
年
の
冬
に
刊
行
し
た
と
さ
れ
る
。
夷
臣
が『
巡
拝
記
』

の
内
容
を
も
と
に
実
地
で
検
証
を
行
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
が
、『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
内
で
夷
臣
が
渡
部
彝
の
説
を
引

用
し
て
い
る
文
章
と
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』
の
文
章
に
一
致
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
は
、
前
掲
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し
た
よ
う
に
「
天
保
五
夏
」
の
出
来
事
に
対
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
日
記
が
著
さ
れ
た
の
は
天
保
四
年
の
旅
を

終
え
た
後
、
天
保
五
年
の
夏
以
降
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
夷
臣
が
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
の
執
筆
に
あ

た
り
、
渡
部
彝
の
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
。

　

夷
臣
は
、『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
の
目
的
に
つ
い
て
、
式
内
神
社
の
聞
見
録
ほ
か
、「
其
国
々
に
て
怪
き
奇
き
と
思
ふ
か

き
り
は
自
ら
往
見
て
か
く
し
ら
せ
る
な
り
」
と
記
す
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、夷
臣
は
、大
平
門
下
と
し
て
『
古
事
記
』
や
『
万

葉
集
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
解
釈
か
ら
自
ら
の
学
問
を
深
め
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
出
雲
の
神
官
や
伊
勢
の
国
学
者
た
ち
と

も
交
流
を
持
ち
、
あ
る
い
は
遊
歴
し
た
先
々
で
見
聞
し
た
葬
送
儀
礼
な
ど
土
着
の
風
習
や
死
者
に
関
す
る
話
を
収
集
し
て

い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
夷
臣
は
宣
長
国
学
の
立
場
と
は
ま
た
異
な
る
視
点
か
ら
、
神
代
の
跡
を
各
地
に
探
し
求
め
た
の
で

あ
る
。

（
た
け
だ　

ゆ
き
こ
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
二
年
）

参
考
文
献
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新
見
吉
治
「
後
藤
夷
臣
（
承
前
）」（『
尚
古
』
第
二
年
第
一
号
、
一
九
〇
七
年
）
五
―
一
〇
頁
。

　

鈴
木
理
恵
『
近
世
近
代
移
行
期
の
地
域
文
化
人
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

　

関
和
彦
「
渡
部
彝
の
復
権
と
周
辺
の
人
間
関
係
」（
松
江
歴
史
館
『
松
江
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
）、

　
　

一
―
一
五
頁
。

　

千
代
田
町
役
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田
町
史　

近
世
資
料
編
（
下
）』（
一
九
九
〇
年
）

　

名
田
富
太
郎
『
山
県
郡
巡
り
道
中
記
』（
広
陵
社
、
一
九
三
一
年
）
五
―
二
五
頁
。

　

森
本
国
松
編
『
芸
備
郷
土
史
目
録
』（
第
三
書
房
、
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九
三
四
年
）
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頁
。
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凡
例

　

本
文
表
記
に
つ
い
て
は
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
次
の
方
法
を
と
っ
た
。

　

１
．
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
統
一
し
た
が
、
一
部
の
漢
字
は
原
本
の
用
字
に
従
っ
た
。

　

２
．
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
改
め
た
。

　

４
．
ル
ビ
は
、
原
本
に
よ
る
も
の
以
外
は
打
た
な
か
っ
た
。

　

５
．
本
文
中
に
適
宜
句
読
点
、
中
点
（
・
）
を
加
え
た
。

　

６
．
二
行
割
注
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

　

７
．
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
等
は
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。「
完0

道
」
に
つ
い
て
は
誤
字
で
は
な
い
が
（
マ
マ
）
と
し
た
。

八
雲
路
日
記　

三 

上　
天
保
四
年　
　
　
　
　
　

夷
臣

今
年
も
出
雲
の
大
神
に
詣
て
む
と
い
へ
は
、
児
玉
利
足
も
同
く
ま
う
て
む
と
い
ふ
に
、
六

月
の
始
よ
り
、
け
ふ
や
出
な
む
、
明
日
や
い
そ
き
な
む
と
い
ふ
に
、
利
足
か
母
病
に
い
た

つ
き
て
、
命
さ
へ
あ
や
う
か
り
け
れ
は
、
と
か
く
し
て
日
を
過
た
り
。
今
は
と
て
、
け
さ

一
人
具
し
て
お
の
れ
は
か
り
い
て
ゆ
く
。
け
ふ
は
六
月
廿
日
ま
り
三
日
也
。
其
夜
は
新
庄

の
里
の
友
か
り
に
宿
れ
り
。
此
里
は
、
昔
吉
川
氏
の
知
ま
せ
し
地
に
て
、
小
倉
山
日
ノ
山

な
と
い
ふ
大
城
の
跡
あ
り
。
此
処
の
治
功
大
明
神
は
、
吉
川
興
経
主
の
霊
を
祭
て
今
も
岩

国
の
周
防
君
よ
り
厚
く
祭
り
給
ふ
。
神
主
三
上
主
わ
か
旅
の
宿
り
を
訪
ら
ひ
て
、
夜
終
物

か
た
り
す
。
当
社
に
風
吹
の
獅
子
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
い
つ
に
て
も
社
外
に
持
出
れ
は
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必
す
暴
風
お
こ
り
て
災
ひ
あ
り
と
い
ふ
も
か
し
こ
し
。
其
里
よ
り
石
見
国
出イ

ツ
ハ羽

の
里
に
こ

え
て
竹
﨑
孟
雄
か
り
訪
ら
ふ
。
か
た
み
に
た
え
た
る
こ
と
な
と
い
ひ
て
、
よ
め
り
し
う
た

あ
ま
た
と
し
へ
た
て
し
秋
も
村
き
も
の
心
は
か
れ
ぬ
言
の
葉
の
友

一
日
あ
る
し
と
ゝ
も
に
鬼オ
ニ
ノ
キ
ト

城
門
の
神
社
に
詣
。
い
と
も
か
し
こ
き
大
き
な
る
い
は
、
高
聳

て
た
ち
な
ら
ひ
た
る
か
末
に
て
往
合
た
る
そ
。
此
社
の
号
の
故
よ
し
に
は
有
け
り
。
祭
れ

る
神
は
貴
舩
の
大
神
と
そ
う
け
た
ま
は
る
。
祭
日
は
十
一
月
十
一
日
。
こ
の
竹
﨑
家
に
執

行
へ
り
。
里
の
家
々
よ
り
み
き
ね
米
さ
か
し
ね
な
と
い
ふ
物
を
こ
の
家
に
持
参
る
を
、
神

供
に
調
、
酒
に
譲
し
て
奉
る
と
な
む
古
言
の
残
り
た
る
も
お
か
し
。
ま
た
当
家
に
む
ね
と

仕
へ
奉
る
加
茂
神
社
は
、
延
暦
二
年
に
い
は
ひ
そ
め
し
と
い
ふ
。
今
の
宮
殿
は
吉
川
基
春

奇
附
の
造
営
な
り
。
御
殿
幣
殿
い
か
め
し
く
、
八
宇
の
末
社
等
古
の
ま
ゝ
な
り
。
神
宝
の

中
に
古
き
弓
一
張
矢
四
筋
あ
り
。
珍
ら
し
き
も
の
な
り
。
ま
た
月
守
何
某
、
朝
鮮
よ
り
帰

り
し
時
、
奉
り
し
と
い
ふ
鑓
二
筋
あ
り
。
今
の
世
に
は
見
な
れ
ぬ
甚
な
か
き
物
な
り
。
永

禄
・
天
正
の
こ
ろ
遠
近
の
諸
将
よ
り
奉
し
物
願
書
等
あ
ま
た
あ
り
。
か
く
て
此
家
を
出
て
、

往
さ
ま
に
魚
切
と
い
ふ
処
あ
り
。
こ
は
左
右
山
高
く
巌
聳
へ
た
る
中
ら
に
川
あ
り
。
岩
間

を
往
、
水
の
た
き
ち
落
る
と
こ
ろ
五
百
歩
は
か
り
か
ほ
と
流
れ
と
ゝ
ろ
き
て
、
い
と
も
か

し
こ
し
。
於
此
御
社
あ
り
。
石
折
神
根
折
神
を
祭
れ
り
。

こ
ゝ
を
過
、
河
本
の
駅
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
江
の
川
の
渡
瀬
な
り
。
祖
式
の
里
片
岡
善
雄

を
訪
ら
ふ
て
宿
る
。
こ
ゝ
の
神
主
潮
正
輝
其
外
こ
れ
か
れ
き
と
ゝ
ふ
ら
へ
り
。
人
々
の
乞

　

新
勅
撰

朝
毎
に
石
見
の
川
の
み
を
た

え
す
恋
し
き
人
に
あ
ひ
見
て

し
か
な

よ
み
人
不
知
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る
ま
に
〳
〵
歌
な
と
か
う
せ
ち
す
。
温
泉
の
里
に
い
き
て
湯
浴
せ
む
と
思
ふ
。
始
て
こ
え

行
山
路
な
れ
は
、
お
ほ
つ
か
な
く
侍
ら
む
と
て
、
善
雄
か
あ
な
ひ
し
て
往
。
こ
の
道
次
西

田
の
里
は
、
葛
根
を
採
て
葛
粉
と
ふ
物
を
製
て
、
里
人
の
薬
と
す
。
温
泉
の
津
の
里
に
い

た
り
。
年
こ
ろ
吾
宿
れ
り
し
福
光
屋
と
ふ
客
舎
に
い
り
て
宿
れ
り
。
吾
国
の
人
と
も
し
る

し
ら
ぬ
あ
ま
た
湯
浴
に
ま
を
れ
る
か
あ
へ
り
け
り
。
此
名
の
海
浦
は
北
海
路
を
通
ふ
百
舩

の
泊
る
港
に
し
て
、
商
舩
漁
舟
の
出
入
の
数
多
く
、
商
人
あ
ま
た
賑
へ
り
。
旅
枕
こ
ゝ
に

も
あ
ら
ぬ
に
善
雄
来
訪
へ
り
。
か
れ
と
夜
一
夜
こ
ゝ
に
宿
り
て
つ
と
め
て
打
連
て
い
て
ゆ

く
。
湯
里
に
い
た
り
、
霹
靂
神
社
に
詣
。
神
主
竹
内
正
温
を
詣
ら
ふ
。
何
く
れ
と
物
か
た

ら
ひ
て
神カ
ム

小コ

ヂ路
琴
ヶ
浜
を
見
に
ゆ
く
。
こ
ゝ
の
浜
の
真
砂
は
人
の
往
ま
に
〳
〵
響
音
な
ひ

て
琴
の
音
な
せ
り
。
あ
や
し
く
珍
ら
し
。
上
野
朽
子
谷
な
と
い
ふ
処
を
す
く
。
邇
摩
郡
佐

間
村
銀
山
と
て
、
銀
鉱
堀
処
に
い
た
り
て
天
野
検
校
か
家
に
宿
れ
り
。
主
の
こ
へ
る
ま
ゝ

に
よ
め
り
し
う
た

と
ひ
来
れ
は
う
つ
も
賑
は
し
栲
角
の
し
ろ
か
ね
山
の
君
か
や
と
り
に

こ
の
里
は
大
永
の
此
よ
り
銀
を
堀
始
て
、
今
も
家
居
あ
ま
た
立
並
て
賑
は
へ
り
。
山
吹
の

城
跡
は
、
此
家
に
向
ひ
た
る
山
に
し
て
松
柏
生
繁
れ
り
。
大
森
は
此
里
に
連
り
て
任
国
の

君
お
は
し
て
、
仕
人
た
ち
あ
ま
た
家
居
あ
り
。
こ
ゝ
に
五
百
羅
漢
と
い
ふ
も
の
石
も
て
彫

て
祭
れ
る
。
舎
も
岩
壁
の
平
面
を
穿
て
、
石
の
蔀
さ
し
て
あ
り
。
此
も
の
諸
国
に
多
か
る

も
の
な
れ
と
も
、
石
も
て
造
り
た
る
は
珍
ら
し
。
久
里
の
里
を
す
く
。
東
南
な
る
山
に
、

和
名
抄

温
泉
由

　

神
名
式

霹
靂
神
社

186



◉資料紹介　翻刻『八雲路日記　三上』㈠

大
城
の
跡
見
ゆ
る
は
久
里
隆
政
か
住
し
あ
と
な
る
へ
し
。
此
わ
た
り
よ
り
渡
山
八
上
山
見

ゆ
る
大
田
の
里
石
崎
賎
麿
を
訪
ら
ふ
主
の
う
た

露
ふ
ら
む
む
く
ら
ふ
庭
の
せ
め
て
は
と
君
な
く
さ
め
に
鳴
む
し
も
か
も

　

か
へ
し

た
つ
ね
こ
し
吾
を
な
く
さ
め
に
鳴
虫
を
き
ゝ
す
て
ゝ
行
旅
そ
わ
ひ
し
き

名
に
お
ふ
佐
比
女
山
は
る
か
に
あ
ふ
き
見
る
。
い
と
け
う
あ
り
。
昔
、
西
行
法
師
此
山
を

見
て
こ
ゝ
に
て
う
た
よ
め
り
し
と
て
、今
も
西
行
庵
と
い
ふ
室
あ
り
。遠
近
の
風
流
雅
こ
ゝ

に
き
て
風
流
の
円
居
す
と
い
へ
り
。
羽
根
の
里
を
過
け
る
時
、
満
蓮
の
神
社
を
た
つ
ね
て

詣
つ
。
こ
は
昔
大
江
元
就
大
人
、
此
社
に
一
夜
陳
し
給
ふ
こ
と
を
思
ひ
出
て
な
り
。
其
比

羽
根
義
国
と
い
ふ
人
の
あ
り
し
も
こ
の
里
人
な
る
へ
し
。
此
処
よ
り
静
間
と
い
ふ
処
を
た

つ
ね
て
静
間
神
社
に
詣
〔
祭
神
大
己
貴
尊
少
彦
名
命
〕。
抑
こ
の
社
は
、
海
岸
の
さ
し
出

た
る
岬
に
巌
聳
た
る
処
あ
り
て
、
其
処
の
崫
に
御
社
は
た
ゝ
せ
給
へ
り
。
か
く
ふ
り
は
へ

て
此
社
に
詣
る
故
よ
し
は
、
万
葉
集
な
る
賎
か
崫
の
歌
に
よ
り
て
考
る
こ
と
の
あ
れ
は
な

り
。
其
は
出
雲
の
国
市
畑
寺
薬
師
の
段
に
い
ふ
へ
し
。
か
く
て
出
雲
国
に
う
つ
り
、
多
芸

三
里
浜
な
と
い
ふ
処
を
過
て
園
神
社
に
ま
う
つ
祭
神
八
掴
瑞
臣
津
努
命
。
大
汝
持
大
神
の
国

造
ら
し
ゝ
時
、
御
功
あ
り
し
神
に
て
こ
の
わ
た
り
を
園
の
長
浜
と
い
ふ
。
杵
築
よ
り
引
つ

ら
な
り
た
る
い
と
長
き
砂
山
は
、
大
神
国
曳
来
ま
せ
し
時
の
御
綱
の
な
れ
る
山
な
り
。
長

く
引
延
た
る
砂
山
の
清
ら
な
る
に
、
古
松
生
繁
り
て
御
社
い
か
め
し
く
建
給
ひ
て
た
ふ
と

万
葉
二　

人
丸

大
舩
の
わ
た
り
の
山

同
十　
　

〃

妹
か
袖
さ
や
に
も
見
え
す
つ

ま
こ
も
る
屋
上
の
山

佐
比
売
山

出
雲
風
土
記

神
名
式

佐
比
売
山
神
社

今
三
瓶
山
云

　

和
名
抄

波ハ

ネ祢

　

同
静
間

神
名
式

静
間
神
社
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き
。
い
は
む
か
た
な
し
〔
委
し
き
事
ま
た
園
の
長
浜
の
図
な
と
左
に
よ
り
て
考
へ
た
る
事

は
出
雲
風
土
記
図
考
に
い
ふ
〕。
神
主
園
光
行
か
家
に
宿
て
よ
め
り
し
う
た

ふ
み
ゝ
れ
は
い
よ
ゝ
た
ふ
と
し
神
の
代
の
そ
の
あ
と
し
ろ
き
そ
の
ゝ
長
浜

け
ふ
は
八
月
五
日
。
杵
築
社
の
神
祭
り
な
れ
は
、
主
ね
も
こ
ろ
に
と
ゝ
め
し
を
し
ひ
て
出

行
、
杵
築
に
い
た
り
。
あ
ひ
し
れ
る
人
の
家
に
い
り
て
や
と
い
れ
り
。
湯
浴
髪
け
つ
り
な

と
し
て
大
前
に
詣
。
日
中
過
る
こ
ろ
北
嶋
国
造
昇
殿
あ
り
。
大
庭
に
て
神
あ
そ
ひ
の
舞
あ

り
。
夕
方
坪
内
主
を
訪
ら
ふ
。
く
さ
〳
〵
あ
る
し
な
し
給
へ
り
。

此
云
、当
社
神
宝
琵
琶
の
事
禁
秘
御
抄
云
、唐
土
よ
り
持
ふ
り
し
二
面
の
琵
琶
、玄
上
・

谷
蔭
の
内
に
て
、
玄
上
は
朝
庭
に
て
は
や
く
失
ひ
ぬ
る
を
、
紫
藤
の
谷
蔭
は
い
つ
の

こ
ろ
よ
り
か
当
社
の
御
内
殿
に
納
り
て
重
き
神
宝
と
な
り
し
を
、
文
政
十
二
年
十
一

月
此
琵
琶
朝
庭
へ
め
さ
れ
て
叡
覧
に
そ
な
は
り
、
し
は
ら
く
朝
庭
に
と
ゝ
め
給
ひ
し

を
、
翌
年
七
月
三
日
よ
り
京
都
の
大
地
震
希
代
の
珍
事
九
月
こ
ろ
ま
て
も
止
り
し
は
、

ま
た
〳
〵
大
社
神
宝
の
琵
琶
を
朝
廷
に
と
ゝ
め
御
返
納
な
き
を
神
の
お
し
ま
せ
給
ふ

御
祟
り
な
め
り
と
て
、
同
九
月
下
旬
に
御
返
し
遊
さ
れ
し
と
な
む
。
按
に
、
琵
琶
は

希
代
の
珍
物
に
し
て
則
琵
琶
の
小
舌
紫
藤
な
り
。
撥
面
に
竜
虎
の
画
あ
り
。

裏ウ
ラ

に
元
徳
元
冬
と
い
ふ
事
の
あ
り
し
よ
し
。

是
は
琵
琶
の
胴
と
合
せ
た
る
を
、
朝
庭
に
て
披
き
見
ら
れ
し
時
の
写
し
な
り
と
て
奥

に
し
る
す
。
是
を
以
て
考
る
に
、
後
醍
醐
帝
と
の
国
ち
か
く
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
時
な

　

和
名
抄

許
築
と
あ
る
許
は
杵
の
誤
字

也
　

拾
玉　

慈
鎮

は
る
か
な
り
い
く
よ
の
雲
に

な
れ
ぬ
ら
ん
出
雲
の
宮
の
千

木
の
片
そ
き

　

家
持
歌
集

白
真
弓
い
つ
も
の
山
は
と
き

は
な
る
命
の
あ
や
な
慈
つ
ゝ

あ
ら
む

元
徳
は
後
醍
醐
帝
即
位
十
一

年
な
り
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と
、
当
社
に
納
奉
給
ひ
し
も
の
な
ら
む
。

　

琵
琶
の
裏
に

　
　
　
　

南
菻
妙
音
火
災　
　
　
　

名
游
道　
　

元
徳
元

　
　
　
　

南
無
虚
空
蔵
菩
薩　
　
　
　
　
　
　
　

冬
之
比
作

さ
て
此
琵
琶
朝
廷
よ
り
御
返
納
の
節
、
破
損
修
覆
遊
さ
れ
仰
紙
一
紙
武
家
伝
奏
議
奏

連
著
の
こ
と
黄
金
許
多
御
奇
附
の
事
な
と
、く
は
し
き
事
は
大
社
実
録
〔
夷
臣
著
述
〕

に
い
へ
り
。
此
神
宝
の
こ
と
普
く
世
に
き
こ
え
て
か
く
れ
な
く
、
ま
た
あ
ら
ぬ
こ
と

な
と
人
の
い
へ
る
事
も
あ
れ
は
、
か
く
こ
ゝ
に
い
さ
ゝ
か
い
へ
り
。

次
の
日
も
大
前
に
詣
。
そ
の
ち
な
み
に
能ヨ
シ
ノ野
河
を
渡
り
て
芳
久
主
を
訪
ら
ひ
、
帰
る
さ
に

は
須
賀
河
を
渡
て
西
村
主
そ
の
外
し
れ
る
人
こ
れ
か
道
と
か
わ
ら
ふ
。
さ
て
鰐
渕
山
に
詣
。

左
り
の
か
た
御
崎
山
な
り
。
け
は
し
き
山
坂
を
登
り
、
高
き
峯
を
こ
え
、
深
き
谷
に
下
り

お
く
ま
り
た
る
処
に
寺
院
あ
ま
た
あ
り
。
奥
の
院
と
云
処
は
左
右
岩
壁
の
奥
に
曝
(
マ
マ
)布

有
。

滝
の
崫
に
一
宇
あ
り
て
、
滝
水
は
庇
の
前
に
落
る
な
り
。
和
田
の
坊
と
い
ふ
に
入
て
宿
る
。

こ
ゝ
の
摩
多
羅
神
と
称
る
神
社
は
、
祭
神
建
速
須
佐
之
男
命
を
い
ふ
。
風
土
記
に
云
神
魂

社
を
是
に
あ
つ
る
は
い
か
ゝ
あ
ら
む
。
或
人
云
、
昔
年
当
山
に
て
人
の
頭
骨
の
大
さ
六
尺

は
か
り
な
る
を
、
ほ
り
い
た
せ
り
。
人
々
怪
て
、
須
佐
能
男
命
の
御
な
ら
む
と
恐
て
今
の

社
を
建
て
い
は
ひ
祭
れ
り
と
い
ふ
。
ま
た
神
代
紀
云
、
鰐
成
嶽
は
こ
の
鰐
渕
山
の
事
な
り

と
云
。
こ
の
両
説
は
う
け
か
た
し
。
風
土
記
を
考
る
に
こ
の
鰐
渕
山
は
、
西
方
日
の
御
崎

冬
の
比
作
と
あ
る
は
修
覆
な

る
へ
し

類
聚
歌
林

　

順
徳
院

八
雲
た
つ
出
雲
の
子
ら
か
黒

髪
は
よ
し
野
の
川
の
沖
に
な

つ
さ
ふ

　

万
葉
十
二

真
菅
よ
し
曽
我
の
河
原
に
鳴

千
鳥
ま
な
し
吾
せ
子
わ
か
こ

ふ
ら
く
は

享
保
の
比

冷
泉
宗
家
卿
の
歌

木
の
間
よ
り
月
は
出
雲
の
御

崎
山
神
代
の
秋
の
光
み
の
ら

む
　

神
代
紀

素
戔
嗚
尊
居
熊
成
峯
而
遂
入

於
根
国
云
々

189



よ
り
東
の
は
て
三
穂
か
岬
ま
て
引
続
き
た
る
山
に
て
大
汝
持
神
国
造
ら
し
ゝ
時
、
新
羅
国

高
志
国
よ
り
引
来
給
ひ
し
山
な
り
〔
委
し
き
事
は
出
雲
風
土
記
図
考
に
云
へ
し
〕。
須
佐

之
男
命
、
此
国
に
き
給
ひ
て
八
雲
立
の
神
詠
を
も
の
し
給
ふ
時
は
、
此
山
は
い
ま
た
な
か

り
し
な
り
。
さ
れ
は
鰐
成
嶽
は
異
地
に
し
て
、
ま
た
須
佐
之
男
命
の
御
あ
る
へ
く
も
あ
ら

す
。
ま
た
、
此
山
に
て
天
保
五
夏
の
こ
ろ
奇
怪
の
あ
り
し
事
の
話
は
、
八
雲
路
日
記
四
の

巻
に
い
ふ
へ
し
。
是
よ
り
十ウ
ツ
フ
ル
ヒ

六
嶋
を
見
に
ゆ
く
。
此
処
は
海
苔
の
名
産
な
る
事
、
世
人
よ

く
し
れ
り
。
其
嶋
は
雲
手
嶋
・
京
嶋
・
神
伝
嶋
三
・
大
黒
嶋
・
水
尾
嶋
・
大
平
嶋
・
鯖
口
嶋
・

内
ノ
大
平
嶋
・
殿
嶋
・
京
口
嶋
・
小
嶋
・
苔
福
嶋
・
根
瀧
嶋
・
山
柄
嶋
、
こ
の
十
六
嶋
を

十
六フ
ル
ヒ嶋
と
い
ふ
は
、
或
書
に
浦
人
海
苔
を
採
に
藻
屑
貝
殻
な
と
つ
き
た
る
を
う
ち
ふ
る
ひ

て
採
故
に
、
か
の
海
苔
の
よ
く
生
る
嶋
の
数
に
よ
ひ
な
れ
て
、
終
に
十
六
嶋
の
字
を
う
つ

ぷ
る
ひ
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
さ
も
あ
る
へ
し
。
都
て
こ
れ
ら
の
こ
と
文
字
と
訓
と
こ
と
な

る
こ
と
、
伴
蒿
蹊
か
考
へ
し
事
あ
り
。
そ
は
こ
ゝ
に
は
い
は
す
。
此
処
よ
り
松
浦
と
い
ふ

処
に
い
つ
。
ま
た
多
久
村
に
こ
ゆ
。
雲
見
峠
と
い
ふ
山
路
に
石
神
と
い
ふ
あ
り
。
高
一
杖

は
か
り
。
周
も
ま
た
お
な
し
。
其
側
に
小
石
神
と
い
ふ
あ
り
て
、
数
百
余
同
形
な
る
も
の

並
へ
り
。
里
人
は
建
石
と
な
も
い
ふ
。
国
人
渡
邉
某
云
、
多
芸
津
彦
命
の
神
跡
な
り
と
い

ふ
は
い
か
ゝ
あ
ら
む
。
神
名
式
、
常
陸
国
大
荒
礒
崎
薬
師
菩
薩
明
神
社
同
那
賀
郡
、
ま
た

能
登
国
な
る
石
像
の
神
社
い
つ
れ
も
此
処
な
る
と
ま
た
〳
〵
同
し
さ
ま
な
れ
は
、
こ
は
う

つ
な
く
大
汝
持
命
少
彦
名
命
の
神
跡
な
る
へ
し
。
ま
た
仏
家
の
薬
師
仏
と
い
ふ
も
の
に
、

ウ
ツ゚

゜
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薬ク
ス
シ
ノ師

神
を
混
合
し
た
る
こ
と
、
次
の
市
畑
寺
の
段
と
考
合
し
て
其
誤
れ
る
こ
と
し
る
へ
し
。

此
山
よ
り
完

(
マ
マ
)

道
湖
眼
下
に
見
ゆ
。
こ
は
往
古
の
海
の
残
り
に
し
て
、
西
は
平
田
よ
り
東
松

江
の
城
下
ま
て
竪
六
里
は
か
り
の
湖
水
な
り
。
か
の
鳥
上
嵩
は
こ
の
湖
の
南
に
高
く
そ
ひ

へ
た
る
山
な
り
。
大
蛇
の
住
し
皮
の
河
は
、
こ
の
鳥
上
山
よ
り
湖
水
に
流
れ
い
る
河
な
り
。

或
書
に
、
完
(
マ
マ
)道

畦
地
山
ま
た
完

（
マ
マ
）道

遠
江
守
正
隆
と
い
ふ
人
の
見
え
た
る
も
、
此
わ
た
り
の

人
な
る
へ
し
。
是
よ
り
市
畑
寺
に
詣
。
こ
の
寺
正
面
の
一
宇
に
薬
師
仏
を
い
は
ひ
祭
り

て
、
遠
近
の
眼
を
煩
ふ
人
、
こ
の
仏
に
乞
祷
て
神
験
い
ち
し
る
し
。
こ
の
東
の
脇
の
小
社

に
少
彦
名
命
を
祭
り
、
西
脇
の
小
社
に
葦
原
醜
男
命
を
祭
る
。
門
外
に
坊
舎
あ
り
。
こ
の

寺
の
古
き
も
の
に
、
市
畑
神
領
と
書
た
る
も
の
あ
る
よ
し
或
人
い
へ
り
ま
し
ゝ
。
こ
の
仏

進
を
む
ね
と
祭
る
日
は
、
海ウ
シ
ホ水
を
奉
る
と
そ
。
里
翁
の
い
へ
ら
く
、
本
尊
薬
師
仏
往
古
完

（
マ
マ
）

道
の
湖
中
よ
り
出
現
ま
し
〳
〵
て
、
当
山
の
半
途
に
岩
崫
あ
り
。
其
処
に
御
鎮
坐
ま
し
ゝ

を
、
後
に
今
の
堂
宇
を
建
て
祭
れ
り
と
云
。
其
始
て
御
鎮
座
の
窟
と
い
ふ
は
い
さ
ゝ
か
な

れ
と
も
、
い
か
さ
ま
に
も
古
き
神
跡
と
お
ほ
し
く
て
、
窟
中
に
小
祠
あ
り
。
前
に
注
縄
引

延
て
あ
り
。
倩
、
当
社
の
事
跡
を
按
ふ
に
、
中
昔
よ
り
浮
屠
の
輩
神
社
と
仏
宇
に
と
り
な

し
て
、
あ
ら
ぬ
名
と
も
を
お
ほ
せ
ま
つ
り
て
、
お
の
か
し
く
祭
る
こ
と
あ
け
て
か
そ
へ
か

た
し
。
当
社
も
う
つ
な
く
大
汝
持
命
少
彦
名
命
の
御
鎮
坐
に
し
て
、
諸
人
の
病
患
を
救
ひ

給
ふ
こ
と
眼
病
の
み
に
限
る
へ
か
ら
す
。
こ
と
に
、
こ
の
国
は
此
二
神
の
御
本
国
に
ま
し

ま
せ
は
、
万
葉
集
な
る
大
汝
持
少
御
神
の
賎
の
窟
と
よ
み
し
は
、
き
は
め
て
こ
の
い
は
や

　

和
名
抄

意
宇
郡
完

(
マ
マ
)道

今
訛
て
シ
ン
ジ

ユ
ウ
ミ
云

神
名
式
同
郡

完(
マ
マ
)道

神
社

　

出
雲
川　

叔
(
マ
マ
)蓮

出
雲
深
き
み
な
と
を
た
つ
ぬ

れ
は
は
る
か
に
つ
た
ふ
わ
か

の
う
ら
波

　

皮
河

神
道
百
首
兼
邦

和
ら
く
る
光
り
は
な
ほ
そ
あ

ら
は
る
ゝ
ひ
の
川
上
の
出
雲

八
重
垣

鳥
上
嵩

神
代
紀
一
書
云
素
戔
嗚
尊
云

云

東
渡
到
出
雲
国
簸
川
上
有
所

鳥
上
峯
云

云

市
畑
寺

出
雲
風
土
記
云
神
名
火
山
葦

原
神
社

シ
ヽ
チ
ノ
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の
事
な
る
へ
し
。
こ
の
静
の
窟
の
こ
と
、
石
見
国
邑
智
郡
岩
屋
村
に
静
か
い
は
や
と
称

る
も
の
あ
り
て
、
小
篠
敏 〔
濱
田
候
の
儒
臣
明
和
寛
政
の
こ
ろ
の
人
に
て
鈴
の
屋
の
弟
子

也
〕
鈴
の
屋
翁
に
物
語
し
て
よ
り
、
翁
も
静
の
崫
は
こ
れ
な
め
り
と
い
ひ
置
れ
た
り
。
伴

蒿
蹊
も
此
説
を
諾
へ
り
。
抑
、
静
の
岩
と
称
る
も
の
播
唐
国
生
子
崫
こ
れ
世
の
人
の
し
る

処
な
り
。
こ
れ
も
上
古
の
神
作
に
し
て
、
其
造
れ
る
さ
ま
も
め
つ
ら
し
。
ま
た
、
こ
の
崫

作
ら
し
ゝ
時
の
石イ
シ
ク
ズ屑

は
、
遥
遠
き
処
に
捨
た
り
と
い
ふ
。
こ
ゝ
に
も
、
か
の
二
神
を
い
は

ひ
祭
る
よ
し
の
伝
な
れ
は
、
静
か
崫
と
い
は
む
も
ま
た
諾
な
り
。
石
見
国
静
か
崫
と
い
ふ

処
、
お
の
れ
往
て
見
し
に
山
の
麓
に
小
社
有
て
、
其
山
の
頂
に
登
る
と
こ
ろ
に
中
の
崫
奥

の
崫
と
い
ふ
あ
り
。
い
つ
れ
も
聊
の
自
然
の
崫
に
し
て
神
祠
も
な
し
。
岩
屋
村
の
号
の
故

よ
し
は
何
れ
に
拠
て
な
つ
け
ゝ
む
。
い
ふ
か
し
。
然
に
先
年
此
辺
山
を
洗
流
し
て
、
鉱コ
テ
ツ砂

を
と
る
も
の
山
の
崩
れ
よ
り
、
長
尺
は
か
り
の
薬
師
仏
の
銅
像
を
堀
出
せ
り
。
是
な
む
静

か
崫
の
神
像
な
る
へ
し
と
、
か
の
社
内
に
い
は
ひ
置
し
に
、
自
然
に
蟋コ
ホ
ロ
キ蟀
の
如
く
な
る
黒

き
虫
出
て
、
こ
の
銅
の
仏
像
を
喰
て
一
年
余
に
し
て
、
竟
に
残
り
な
く
喰
尽
せ
り
と
云
り
。

此
事
実
は
、
こ
の
出
羽
の
庄
に
濱
田
君
よ
り
置
給
ふ
出
羽
組
代
宦
何
某
か
其
こ
ろ
書
た
る

も
の
に
誌
せ
り
。
其
后
は
、
当
社
内
に
神
像
を
斎
置
こ
と
な
し
と
云
り
。
い
と
怪
し
き
事

な
り
。
此
社
を
し
も
静
か
崫
の
真
跡
の
こ
と
敏
か
い
ひ
し
も
年
こ
ろ
諾
は
れ
、
か
く
〳
〵

侍
り
し
に
同
国
同
郡
の
う
ち
赤ア
カ

谷
と
い
ふ
処
あ
り
〔
安
芸
広
島
よ
り
石
見
濱
田
府
往
通
の

道
な
り
〕。
此
処
よ
り
水
源
凡
五
十
丁
は
か
り
登
り
て
、
京
か
原
と
い
ふ
処
あ
り
。
其
山

゜
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の
南
表
は
、
安
芸
国
山
県
郡
高タ

カ
ヌ野

村
才サ

イ
オ
ツ乙

村
に
峯
を
隔
て
境
を
な
せ
り
。
則
、
山
陰
山
陽

の
坂
合
な
り
。
頂
頭
よ
り
十
丁
は
か
り
下
り
て
、
北
の
方
一
山
一
面
の
岩
壁
な
り
。
そ
の

平
面
に
方
面
二
杖
は
か
り
高
九
尺
余
奥
深
杖
余
其
内
角
面
に
し
て
彫
磨
人
力
の
及
ふ
へ
く

も
あ
ら
ぬ
神
作
の
崫
あ
り
。
其
岩
屑
と
思
し
き
も
の
六
七
丁
は
か
り
山
を
隔
て
ゝ
谷
底
に

捨
た
り
。
是
全
く
生
子
崫
と
同
し
さ
ま
な
り
。
是
な
む
往
古
か
の
二
神
の
造
給
ひ
て
鎮
坐

ま
し
ゝ
静
の
崫
な
る
へ
し
。
然
れ
と
も
此
処
は
い
と
深
き
山
奥
に
し
て
、
秋
の
末
よ
り
春

の
す
ゑ
ま
て
雪
の
た
ゆ
る
こ
と
な
く
後
世
詣
る
人
も
な
か
り
つ
ら
む
を
、
今
の
岩
屋
村
に

い
さ
ゝ
か
の
崫
の
あ
り
し
に
よ
り
て
、
小
祠
を
建
、
此
御
神
を
う
つ
し
祭
り
し
な
る
へ
し
。

今
は
京
か
原
の
崫
は
し
る
へ
も
な
く
な
り
し
な
り
。
又
、
前
に
云
、
安
濃
部
静
間
村
静
間

神
社
是
も
、
静
の
崫
の
真
跡
な
り
と
こ
の
わ
た
り
の
人
は
い
へ
れ
と
、
上
古
の
跡
い
つ
れ

か
真
の
跡
な
ら
む
。
後
世
の
心
も
て
、
強
て
定
る
は
い
と
お
ほ
つ
か
な
き
事
に
て
そ
あ
れ
。

さ
れ
と
も
、
今
試
に
強
て
い
は
ゝ
ま
た
く
こ
の
市
畑
山
の
岩
屋
を
二
神
の
鎮
坐
根
元
の
静

の
崫
な
る
へ
き
。
前
に
も
い
ふ
こ
と
く
、
今
は
仏
を
祭
と
い
へ
と
も
、
全
神
社
に
ま
き
れ

な
き
事
は
神
領
と
云
。
海
水
を
奉
る
こ
と
な
と
、
古
き
伝
の
い
ち
し
る
し
。
ま
た
当
社
に

乞
祷
て
、
諸
病
に
験
あ
る
こ
と
仲
子
の
及
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
。
お
の
れ
前
に
、
杵
築
の

社
頭
に
て
百
首
歌
よ
み
て
奉
り
し
時
、
八
雲
立
の
御
神
詠
の
歌
の
文
字
を
一
字
宛
、
始
に

置
て
よ
め
り
し
三
十
一
首
の
う
た
の
中
る
の
字

瑠
璃
色
に
ひ
か
る
ほ
と
け
の
名
と
い
ふ
は
な
へ
て
薬ク
ス
シ師

の
こ
れ
の
大
神

193



と
よ
み
し
な
と
思
ひ
出
さ
れ
て
か
し
こ
か
れ
と
も
、
今
は
二
神
の
始
て
鎮
坐
て
万
人
の
病

患
を
守
護
給
ふ
静
の
崫
の
根
元
は
こ
の
市
畑
山
の
崫
に
し
て
、
石
見
国
な
る
京
か
原
の
い

は
や
播
磨
国
な
る
生
子
崫
は
、
後
に
作
り
坐
し
ゝ
処
な
る
へ
し
。
さ
て
、
岩
屋
村
の
社
静

間
の
社
は
自
然
の
崫
に
よ
り
て
う
つ
し
祭
り
し
な
ら
ん
。
此
類
な
る
あ
る
へ
し
と
考
へ
定

つ
。
佐
陀
の
御
社
に
詣
。
祭
れ
る
神
は
伊
邪
那
岐
神
・
伊
邪
那
美
神
・
天
照
大
御
神
・
月

夜
見
命
・
須
佐
之
男
命
を
合
せ
祭
る
。
或
は
云
、
四
坐
。
渡
邉
主
云
、
当
社
祭
神
古
書
に

神
御
霊
命
の
子
𧏛
貝
比
女
命
加
賀
の
〔
加
賀
の
こ
と
次
に
い
ふ
〕
久
計
止
に
て
産
坐
る
佐

陀
大
神
と
あ
る
は
、
猿
田
彦
の
命
の
御
事
な
り
。
当
社
は
、
猿
田
彦
命
と
大
田
命
と
御
縄

張
の
宮
建
に
し
て
、
こ
ゝ
に
と
ゝ
ま
り
給
ひ
ぬ
と
あ
り
。
然
れ
は
、
一
説
四
柱
の
う
ち
な

ら
ん
か
と
云
り
。
当
社
も
、
杵
築
の
大
宮
に
次
て
厳
重
な
る
御
社
な
り
。
ま
た
、
当
社

に
神
詠
と
て
国
土
の
広
き
あ
ら
野
を
田
と
な
し
て
鍬
の
御
矛
や
露
の
玉
米
と
い
ふ
う
た

に
、
神
人
の
鍬
も
た
る
像
な
と
書
そ
へ
て
木
に
彫
、
紙
に
う
つ
し
て
信
心
の
人
に
あ
た
ふ

る
也
。
こ
は
か
の
大
成
経
を
偽
作
せ
し
美
濃
国
潮
音
か
偽
り
て
作
り
ま
う
け
し
歌
な
り
と

云
り
。
い
と
も
か
し
こ
し
。
か
く
て
水
の
浦
に
い
た
り
、
久
計
門
の
社
に
ま
う
て
む
と
て
、

其
夜
は
そ
こ
に
な
も
宿
れ
り
。
其
夜
、
但
馬
国
人
北
垣
〔
通
称
和
平
〕
方
照
、
枕
を
な
ら

へ
て
あ
ひ
か
た
ら
へ
り
。
此
主
は
、
年
こ
ろ
杵
築
の
大
神
を
信
て
、
近
き
こ
ろ
吾
山
に
御

社
を
建
て
い
は
ひ
拝
り
。
つ
と
め
て
方
照
主
と
ゝ
も
に
、
海
士
の
小
舩
に
う
ち
乗
て
、
久

計
門
の
浦
に
ゆ
く
。
久(
マ
マ
)

計
門
の
浦
に
ゆ
く
。
此
処
は
、
北
海
に
さ
し
出
た
る
海
涯
に
大
き

194



◉資料紹介　翻刻『八雲路日記　三上』㈠

な
る
崫
あ
り
て
、
崫
の
中
に
舩
を
乗
い
れ
て
奥
に
入
、
彼
方
此
方
と
漕
め
く
り
、
ま
た
こ

き
出
し
て
高
天
原
古
久
計
止
な
と
い
ふ
処
に
詣
。
神
名
式
に
云
、
加
賀
神
社
是
な
り
〔
今

は
社
殿
は
な
し
〕。
祭
れ
る
神
は
、
𧏛
貝
比
売
命
・
天
照
大
神
な
り
。
こ
ゝ
の
崫
の
中
に
、

天ソ

ラ井
よ
り
し
た
ゝ
り
落
る
水
の
露
を
持
帰
、
乳
汁
の
少
き
婦
女
に
あ
た
ふ
れ
は
、
必
験
あ

り
て
乳
汁
い
つ
る
な
り
。
渡
邉
主
云
、
或
書
云
、
加
賀
神
崎
久
計
止
崫
高
十
丈
巡
五
百
歩

東
西
北
は
通
れ
り
と
云
〔
三
方
に
海
に
通
穴
の
入
口
あ
り
〕。
猿
田
彦
命
、
此
崫
に
て
生

給
ふ
時
、
御
母
𧏛
貝
姫
暗
き
崫
な
る
か
な
と
宣
て
、
金
弓
に
て
射
通
し
給
へ
は
、
明
り
さ

し
て
〔
今
の
北
の
方
の
穴
な
り
〕
か
ゝ
や
け
る
故
に
加
賀
と
い
ふ
と
云

云
。
久
計
止
と
い

ふ
号
は
、
窟
の
中
を
舩
に
て
三
方
へ
往
ぬ
け
る
故
に
潜ク
キ
ト門
な
る
へ
し
。

さ
て
此
処
よ
り
方
照
主
は
三
穂
の
神
社
へ
詣
て
た
る
。
お
の
れ
は
別
れ
て
松
江
の
方
に
ゆ

く
。こ
の
近
き
わ
た
り
に
津
の
森
と
い
ふ
有
。是
を
大
蛇
の
骨
宮
と
も
い
ふ
。須
佐
能
男
命
、

退
治
し
給
ひ
し
大
蛇
の
骨
を
集
て
祭
れ
り
と
云
り
。
こ
よ
り
松
江
に
出
て
宿
れ
り
。
こ
の

松
江
は
鱸ス
ヽ
キの
名
産
に
し
て
、
十
月
の
こ
ろ
完

(
マ
マ
)道
湖
よ
り
大
海
に
下
る
鱸
を
採
な
り
。
此
魚

の
事
神
代
の
御
典
に
も
見
え
て
、
其
名
い
と
古
き
こ
と
し
る
へ
し
。
こ
れ
に
よ
り
、
此
処

を
し
も
松
江
と
い
ふ
は
漢
国
に
鱸
の
多
か
る
処
を
松ズ
ン
ゴ
ウ江
と
い
ふ
事
の
あ
れ
は
な
る
へ
し
。

こ
ゝ
に
四
日
は
か
り
あ
り
て
、
熊
野
社
・
大
庭
社
に
ま
う
て
し
。
ま
た
揖
夜
神
社
に
詣
。

祭
れ
る
神
は
、
須
佐
能
男
命
・
伊
猛
命
、
同
右
社
美
保
津
比
売
命
と
い
ふ
も
い
か
ゝ
あ
ら
む
。

神
代
の
御
巻
に
見
え
た
る
伊
布
夜
坂
は
此
処
の
事
な
り
と
い
へ
と
、
此
地
海
辺
の
な
た
ら

久
計
止

書
紀
に
洞ク

キ
ノ
ウ
ミ海

万
葉
に
木
間
立

久
々
霍
公
鳥
ま
し
ゝ
百
舌
鳥

の
草
久
吉
な
と
み
れ
今
云
く

ぐ
る
る
也

　

鱸
古
事
記
云
栲
縄
之
千
尋
縄
打

延
為
釣
海
士
之
口
大
之
尾
翼

鱸神
名
式
云

揖
夜
神
社

同
石
社

韓
国
伊
太
氐
神
社
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か
な
る
処
に
て
、
伊
布
夜
坂
と
思
し
き
処
は
見
え
す
。
或
云
、
日
吉
村
剣
大
明
神
、
祭
神

伊
邪
那
岐
命
・
大
山
祗
命
〔
風
土
記
云
詔
刀
社
式
云
能
利
刀
神
社
〕。

こ
の
御
社
の
山
大
石
塁
々
と
し
て
、
伊
邪
那
岐
命
、
泉
津
平
坂
に
て
引
塞
給
ひ
し
千
引
の

石
な
り
と
云
〔
千
家
俊
信
大
人
の
考
〕。
今
の
神
主
の
祖
父
内
蔵
太
夫
と
云
し
人
、
神
前

に
詣
、泉
の
国
に
往
三
日
過
て
帰
れ
り
〔
現
身
な
か
く
往
し
に
は
あ
ら
す
魂
の
往
し
な
り
〕。

其
故
よ
し
を
人
に
語
ら
す
、
老
年
に
及
息
絶
る
際
に
始
て
泉
の
国
に
通
ふ
穴
当
社
内
に
あ

り
と
い
ふ
事
を
語
て
息
絶
た
り
と
云

云
。
是
よ
り
、
伊
東
村
大
森
大
明
神
に
詣
。
神
主
浅

尾
氏
を
訪
ら
ふ
。
安ヤ
ス
キ来
の
里
よ
り
舩
に
乗
て
、伯
耆
国
米
子
に
渡
り
大タ

イ
セ
ン山
に
詣
。
神
名
式
云
、

大
神
山
神
社
祭
れ
る
神
は
大
己
貴
尊
、
今
は
大
智
明
大
権
現
と
云
。
さ
て
当
山
は
〔
前
に

云
、
佐
比
女
山
と
こ
の
大
山
は
国
留
の
杬
な
り
と
風
土
記
に
云
り
〕
西
の
国
に
類
な
き
高

山
に
し
て
、
山
の
頂
頭
に
登
る
人
は
、
当
山
の
院
主
お
の
か
代
に
た
ゝ
一
度
登
る
の
み
に

て
、
其
余
案
内
た
に
し
る
人
な
し
と
云
こ
と
元
享
釈
書
と
い
ふ
も
の
に
見
え
て
今
も
然
り

と
云
。
然
る
に
吾
友
濱
田
人
松
田
春
平
、
教
子
と
も
を
ゐ
て
此
山
の
い
た
ゝ
き
に
登
り
け

る
に
、
さ
ら
に
か
た
き
こ
と
も
あ
ら
す
、
奇
怪
こ
と
も
な
し
と
云
り
。
浮
徒
の
輩
と
さ
ま

か
く
さ
ま
に
い
ひ
ふ
れ
て
、
罪
深
き
人
登
り
得
ぬ
と
い
ふ
山
の
国
々
に
多
か
れ
と
も
、
類

ひ
な
き
富
士
の
山
す
ら
人
の
登
り
見
る
に
、
ま
ひ
て
其
よ
り
早
き
山
の
い
か
て
か
登
り
え

さ
ら
む
。
春
原
(
マ
マ
)か

倭
魂
の
ほ
と
そ
こ
よ
な
か
り
け
る
。
此
山
の
東
の
か
た
に
、
か
の
舩
上

山
と
い
ふ
は
有
な
り
。
さ
か
ひ
の
浦
と
い
ふ
処
に
き
て
三
穂
の
崎
に
ゆ
く
。
三
穂
の
神
社

能
利
刀
神
社

式
今
本
能
字
熊
に
誤

　

平
坂

古
事
記
故
其
所
謂
黄
津
平
坂

者
出
雲
国
伊
賦
夜
坂
也

大
森
大
明
神

式
云
筑
陽
神
社

大
山
登
嶺
の
事
春
平
の
言
た

る
大
山
ノ
記
と
い
ふ
も
の
に

見
ゆ
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に
詣
。こ
の
と
こ
ろ
は
北
海
隠
岐
国
の
方
に
さ
し
出
た
る
岬
に
し
て
、其
処
に
御
社
は
た
ゝ

せ
給
へ
り
。
祭
れ
る
神
は
一
宮
三
穂
津
姫
命
、
二
宮
事
代
主
命
を
ま
つ
れ
り
。
此
社
に
て

人
々
神
主
に
物
種
を
乞
ふ
こ
と
あ
り
。
こ
は
誰
人
に
て
も
大
前
に
て
五
穀
の
種
と
始
て
桑

綿
其
外
万
物
の
豊
作
を
乞
祈
て
種
を
乞
へ
は
、
何
の
種
を
望
て
も
神
主
よ
り
あ
た
ふ
る
も

の
籾モ
ミ

な
り
。
其
籾
を
持
帰
て
吾
望
の
品
を
乞
の
み
。
田
畠
に
蒔
は
、
籾
種
変
て
吾
乞
祈
ま

に
〳
〵
生
て
こ
と
に
豊
作
を
得
る
な
り
。
神
験
あ
や
し
き
事
と
も
あ
り
〔
な
ほ
当
社
の
こ

と
く
は
し
く
八
雲
路
日
記　
　

巻
に
云
〕。
こ
ゝ
よ
り
ま
た
伯
耆
国
に
わ
た
り
て
、
赤
崎

上
伊
勢
な
と
を
過
、稲
積
村
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
歌
枕
名
寄
に
見
え
た
る
処
な
る
へ
し〔
名

寄
権
少
僧
都
光
覚
秋
の
田
の
稲
積
の
里
の
秋
風
に
寒
け
く
な
り
ぬ
初
か
り
の
こ
ゑ
〕。
倉

石
の
町
に
い
た
り
て
、
漬
閑
寺
重
阿
主
を
訪
ら
ふ
。
そ
よ
り
御
徳
山
に
詣
。
山
の
麓
に
寺

天
台
宗
三
宇
あ
り
。
奥
の
院
と
い
ふ
に
詣
る
道
は
、
い
と
も
け
は
し
き
巌
の
そ
ひ
へ
た
る

峰
つ
た
ひ
に
、
木
の
根
を
ふ
み
登
り
鎖
を
ひ
き
、
或
は
梯
を
登
り
橋
を
渡
り
蔦
に
と
り
つ

き
な
と
、
い
と
も
あ
や
う
き
か
ら
き
道
な
り
。
其
道
す
か
ら
、
巌
の
さ
し
の
そ
き
た
る
上

に
、
神
社
堂
宇
を
造
り
か
ま
へ
、
左
右
の
谷
は
い
く
千
尋
も
あ
ら
む
と
思
し
き
谷
の
岩
壁

よ
り
た
き
ち
る
水
の
う
ち
け
ふ
り
そ
こ
ゐ
の
き
は
み
も
見
え
す
、
い
と
も
か
し
こ
し
。
か

ら
ふ
し
て
奥
の
御
社
に
詣
。
人
み
な
投ナ
ケ
イ
レ入

堂
と
な
も
い
ふ
巌
の
聳
へ
覗
き
た
る
下
方
の
奥

に
御
社
あ
り
。
此
御
社
に
は
詣
る
人
も
な
く
、
実
に
遠
よ
り
投
入
た
る
か
こ
と
し
。
趣
な

く
て
は
詣
る
や
う
こ
そ
な
か
り
け
れ
。
す
さ
も
お
の
れ
も
た
ゝ
か
し
こ
し
と
仰
き
見
た
る

　

三
穂

和
名
抄
美
保
、
式
云
美
保
神

社
、
三
保
の
関
と
云
、
或
は

手
間
の
関
云

堀
川
百
首

さ
り
と
も
と
思
ひ
し
か
と
も

八
雲
立
て
ま
の
関
に
は
秋
も

と
ま
ら
す

名
寄
師
俊

み
こ
と
の
り
か
し
こ
み
て
そ

も
ろ
た
ふ
ね
こ
れ
よ
り
み
ほ

の
さ
き
に
つ
く
せ
ぬ

手
間
ヶ
関
は
手
間
天
神
の
有

る
地
に
し
て
三
穂
よ
り
七
八

里
へ
た
て
た
り

（
マ
マ
）
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は
か
り
な
り
。
其
道
、
次
の
神
社
は
梺
に
拝
礼
殿
あ
り
。
次
な
る
は
野
際
明
神
・
天
満
宮
・

勝
手
権
現
・
観
音
堂
、
次
々
に
建
給
ひ
て
、
い
や
は
て
に
奥
の
御
社
蔵
王
権
現
な
り
。
是

よ
り
因
幡
国
に
こ
え
、
鷺
峯
山
に
詣
。
鹿
野
に
い
て
ゝ
宿
る
。
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